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クリティカルシンキングの育成をめざす授業実践
-「羅生門」の授業での課題設定の工夫を中心に—
重永和嗚
思考力の育成は，学校教育の今日的課題になっている。思考力の育成をめざす授業実践で問題になるの
は， どのような実践上の工夫を行っているかであり，そのエ夫がどの程度有効かということである。育
成が求められている思考力の一つに，クリティカルシンキングがあげられる。本稿はクリティカルシン
キングの育成をめざして行った自身の授業実践と，実践を考察することで明らかになった成果と今後の
課題を示すことを目的とする。特に，課題設定の工夫について取立てて論じた。
1 . はじめに
現行学習指導要領は，言語活動を通じて生徒の思考
カ・判断カ・表現力等の育成を図ることとしている。
また，国立教育政策研究所2013は，生徒に育成ずべき
資質・能力として 21世紀型能力を提案している。 21
世紀型能力は基礎力，思考力，実践力からなるが，思
考力はその中心に位置づけられている。今後，小• 中
• 高の教育活動を通じて育成が強く求められるのは，
思考力である。この思考力とは，簡潔に言うと，課題
解決に向けて各教科の知識や技能を活用する力のこと
である。
広島大学附属福山中・高等学校（以下，「本校」）は，
2009年度以降，文部科学省指定の研究開発として，ク
リティカルシンキングの育成を図る教育課程の開発を
行ってきた。 2015年度から指定された SGH校として
の実践においても，クリティカルシンキングの育成を
重視している。このクリティカルシンキングは，今後，
育成が求めれている思考力の一つである（注 l)。
このような状況を受けて，私はクリティカルシンキ
ングの育成をめざす授業実践を行ってきた。私はクリ
ティカルシンキングを，本校の定義も参考にしつつ，
自分の主張をよりよいものにするために論理的に，多
面的に考える力。また，よりよいものをめざして自他
の考えを評価する力だと考えている（注2)。具体的に
は，論理的思考力とは根拠に基づいて主張する力，多
面的思考力とは自分とは異なる立場からも対象をとら
える力，評価力とは自他の考えが論理的なものか多面
的なものか評価する力である。 2015年度の本校教育研
究会の公開授業では，芥川龍之介「羅生門」を教材に
して，クリティカルシンキングの育成をめざす授業を
行った。本稿はこの授業を考察の対象とした。
2 授業実践上の工夫
重永 2015では，クリティカルシンキングの育成をめ
ざす授業実践上の工夫として，言語活動の種類， 目標
と評価，課題設定，活動中，教具について，それぞれ
工夫をあげた。今年度，次の新たな工夫を行った。
(1)課題設定の工夫
思考力は活用型の学力である。思考力を育成しよう
とすれば，生徒に知識や技能を活用する場を与えるこ
とが必要になるし，そこでは生徒の能動的な活動が行
われる必要がある。クリティカルシンキングに限らず，
思考力の育成をめざす授業では，生徒の能動性を引き
出すための学習課題の設定が重要になる。
思考力の育成をめざす授業を構想するときに間題に
なるのは，言語活動と教材文の関係である。思考力の
育成をめざして言語活動を行うのだから，教材文は言
語活動を行うために扱うことになる。この場合，教材
文は「ために扱う」のだが，言語活動を行うことが同
時に教材文を丁寧に扱うことにつながるよう注意して
いる。「ために扱う」ことを重視しすぎて，教材文の扱
いがいいかげんになっては，国語科独自の知識や技能
の育成がうまくいかないと考える。
教材文を丁寧に扱いつつ，生徒の能動的な学びを実
現できるような学習課題のあり方を模索中である。そ
こで今年度は，書き手の表現に注目して初読の感想を
書かせるようにした。具体的には，違和や疑問を感じ
る表現に注目するようにさせた。他の語でもよいはず
なのに，なぜその語を選んだのか。その語がなくても
文章の大意は変わらないのに，なぜそのような語を記
したのか。そこには書き手の個性や意図が強く表れる。
個性や意図が強く表れるのだから，そのような表現に
注目することは，教材文の読み深めの入口になる。初
読の感想で違和や疑間を感じる表現を指摘させ，「なぜ
そのような表現にしたのか」をクラス全体の学習課題
にし，生徒同士が関わりあいながら能動的に課題解決
を図ることが，読み深めるという教科独自の知識や技
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